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目的 メラノーマに対する遺伝子治療をレヴューする 
データソース 記載なし 
研究の選択 記載なし 
データ抽出 記載なし 

主な結果 

遺伝子治療の基礎的戦略として 1）サイトカインなどの免疫刺激物質

や CTL に認識されるメラノーマ関連抗原を腫瘍細胞に遺伝子導入し

て、腫瘍細胞の免疫原性を高める、2）シグナル伝達経路を阻害する

3）自殺遺伝子を導入する などがある。 

結論 

近年の若干の進歩はあるが、遺伝子治療はまだ実験的な治療であり、

臨床応用にはさらに長い年月が必要である。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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エビデンスのレベル分類（ Ⅴ ） 
文献データ抽出の方法が記載されていないが、現時点でのメラノーマ

に対する遺伝子治療の基本的事項は網羅されている。 

 




